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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次

第10期

第２四半期

連結累計期間

第10期

第２四半期

連結会計期間

第９期

会計期間
自　平成22年１月１日

至　平成22年６月30日

自　平成22年４月１日

至　平成22年６月30日

自　平成21年１月１日

至　平成21年12月31日

売上高 （千円） 22,956 6,744 87,837

経常損失（△） （千円） △346,626 △303,540△788,184

四半期（当期）純損失（△） （千円） △351,743 △307,605△790,725

純資産額 （千円） － 2,571,396864,244

総資産額 （千円） － 2,729,1101,189,282

１株当たり純資産額 （円） － 482.89 225.95

１株当たり四半期（当期）
純損失金額（△）

（円） △74.52 △57.77 △225.33

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） － 94.2 72.7

営業活動によるキャッシュ・
フロー

（千円） △465,918 － △710,719

投資活動によるキャッシュ・
フロー

（千円） △1,807,225 － △4,080

財務活動によるキャッシュ・
フロー

（千円） 2,045,440 － 1,487,771

現金及び現金同等物の四半期
末（期末）残高

（千円） － 791,5001,030,165

従業員数 （人） － 59 52

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　第10期第２四半期連結累計(会計)期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び第９期の潜在

株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期(当期)

純損失であるため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社の異動については、「３　関係会社の状況」に記載しております。

　

３ 【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間における、関係会社の異動は以下のとおりであります。

また、「CellSeed Europe SARL」は平成22年６月１日付けにて「CellSeed France SARL」に商号変更し

ております。

　

新たに関係会社となった会社

　

名称 住所

資本金

又は出資金

　

主要な事業の内容

議決権の所有

又は被所有割合

(％)

関係内容

CellSeed Europe Ltd.London,United Kingdom１ポンド
細胞シート再生

医療事業
100

細胞シート再生医療事業の欧州

拠点

役員の兼任　１名

(注)１.「主要な事業の内容」欄には、事業の種類別セグメントの名称を記載しております。

　　２.CellSeed Europe Ltd.は平成22年９月末までに資本金を25万ポンドに増資する予定です。

　

４ 【従業員の状況】

　

（１）連結会社の状況

平成22年６月30日現在

従業員数(人) 59　

(注)　１　従業員数は就業人員であります。

 ２  従業員数が当第２四半期連結会計期間において６名増加しております。主な理由は、業容の拡大に伴い四半

期中に採用が増加したことによるものです。

　
（２）提出会社の状況

平成22年６月30日現在

従業員数(人) 57　

(注)　１　従業員数は就業人員であります。

 ２  従業員数が当第２四半期会計期間において６名増加しております。主な理由は、業容の拡大に伴い四半期中

に採用が増加したことによるものです。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1)　生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

事業の種類別セグメント 生産高（千円）

再生医療支援事業 　 21,154

細胞シート再生医療事業 　 －

合計 　 21,154

(注) １　金額は製造原価によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３　細胞シート再生医療事業はまだ事業化前の段階にありますので、生産実績はありません。

　

(2)　受注実績

当社グループ（当社及び連結子会社）は、受注生産を行っておりませんので、該当事項はありません。

　

(3)　販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

事業の種類別セグメント 販売高（千円）

再生医療支援事業 　 6,744

細胞シート再生医療事業 　 －

合計 　 6,744

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　細胞シート再生医療事業はまだ事業化前の段階にありますので、販売実績はありません。

３　主な輸出先及び輸出販売高並びに割合は、次のとおりであります。

（　）内の数値は総販売実績に対する輸出高の割合であります。

輸出先 販売高(千円) 割合(％)

欧州 　　1,497 100.0

合計
　　1,497

　　(22.2%)
 100.0

４　主要な販売先及び販売実績並びに販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先 販売高(千円) 割合(％)

フナコシ(株) 　　3,835 　56.9

Thermo Fisher Scientific Inc.　　1,497 　22.2

和光純薬工業(株) 　　　789 　11.7
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２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また前連結会計年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。

　

(1)　経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）におけるわが国経済は、

一部の業種において収益が回復傾向にあることなどから景気回復が期待されているものの、依然として

雇用情勢などは厳しく、先行きは不透明な状況にあります。また、欧州を中心とした海外景気の下振れ懸

念や金融資本市場の変動など、世界経済においても厳しい状況が続いております。

当社グループを取り巻く先端医療・再生医療分野におきましては、６月に政府より発表された新たな

２１の国家戦略プロジェクトの一つである「医療の実用化促進のための医療機関の選定制度等」の中

で、「新たな医薬品・医療機器の創出、再生医療市場の顕在化などにより、平成32年までに年間約7,000億

円の経済効果が期待される。」とされており、当社が属する再生医療産業への期待が表明されました。

以上のような環境の下、当社グループは、引き続き再生医療支援事業及び細胞シート再生医療事業の双

方で精力的な活動を推進いたしました。両事業における先行投資を主因として、当第２四半期連結会計期

間における売上高は6,744千円、営業損失は303,994千円、経常損失は303,540千円、四半期純損失は

307,605千円となりました。

　

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

①再生医療支援事業

再生医療支援事業では、平成20年秋より本格販売を開始した海外市場における温度応答性細胞培養器

材の認知度向上・販売促進活動に重点的に取り組んでおります。当第２四半期連結会計期間においては、

欧州を中心として海外景気が低迷する中、当社製品の海外向け販売において厳しい状況となりました。海

外本格販売実績初年度となった平成21年12月期に積極的に販促活動を展開した結果、需要の一部を先食

いした状況となっており、また当第２四半期連結会計期間において売上高計上を見込んでいた共同研究

先からの大型受注に対する納品時期のずれなどから、期初の売上高の見込みを下回る結果となりました。

研究開発面では引き続き、国（独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構）のiPS細胞産業応

用プロジェクト「iPS細胞等幹細胞産業応用促進基盤技術開発」において、iPS細胞の培養・回収に適し

た温度応答性細胞培養器材の開発を推進しております。また、６月には温度応答性クロマトグラフィー製

品の基盤技術に関する基本特許が日本で成立するなど、特許網の構築にも注力いたしました。

以上のような活動の結果、売上高は6,744千円、営業損失は24,340千円となりました。

　

②細胞シート再生医療事業

現在細胞シート再生医療事業では、欧州における角膜再生上皮シートの事業化準備を始めとして、5つ
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の細胞シート再生医療医薬品パイプラインの研究開発を推進しております。

欧州における事業化準備としましては、欧州全土における細胞シート再生医療事業の販売・マーケ

ティング・研究開発拠点として、６月にイギリス・ロンドンにCellSeed Europe Ltd.を設立いたしまし

た。また同月に、当社は連結子会社であるCellSeed France SARL（本社：フランス・リヨン）が

Eurostars Project（ユーロスターズ・プロジェクト、欧州諸国が参加する研究開発振興機関が運営する

公的プログラム)を開始するための契約を締結することを承認いたしました。当社グループは、このプロ

ジェクトを活用して、欧州での角膜再生上皮シートの事業化準備の総仕上げを、より具体的には欧州各国

における角膜再生上皮シートの人道的使用並びに商業化（薬価取得、薬事許認可取得後の使用拡大な

ど）を円滑に始めるための導入活動を推進してまいります。

以上のような活動の結果、営業損失は132,824千円となりました。

（当該事業は現在、事業化準備段階にありますので、売上高計上には至っておりません。）

　

(2)　財政状態の分析

(資産)

当第２四半期連結会計期間末の流動資産は、前連結会計年度末に比べて1,436,903千円増加し、

2,537,649千円となりました。これは、株式上場時の公募増資で調達した資金の運用により有価証券が

1,699,685千円増加し、現金及び預金が238,664千円、売掛金が10,347千円減少したことなどによります。

当第２四半期連結会計期間末の固定資産は、前連結会計年度末に比べて102,924千円増加し、191,461千

円となりました。これは、有形固定資産が24,108千円、投資その他の資産が80,321千円増加したことなど

によります。

この結果、当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて1,539,828千円増加し、

2,729,110千円となりました。

　

(負債)

当第２四半期連結会計期間末の流動負債は、前連結会計年度末に比べて167,323千円減少し、140,730千

円となりました。これは、前受金が195,060千円減少し、その他流動負債が27,504千円増加したことなどに

よります。

当第２四半期連結会計期間末の固定負債は、前連結会計年度末と変わらず16,984千円となりました。

この結果、当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べて167,323千円減少し、

157,714千円となりました。

　

(純資産)

当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べて1,707,152千円増加し、

2,571,396千円となりました。これは、株式上場時の公募増資により資本金が1,035,000千円、資本剰余金

が1,035,000千円増加した一方で、四半期純損失351,743千円を計上したことによります。

　

(3)　キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の残高は、第１

四半期連結会計期間末に比べて2,032,661千円減少し、791,500千円となりました。当第２四半期連結会計

期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりです。

　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)
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当第２四半期連結会計期間において営業活動に使用した資金は285,864千円となりました。これは主

に、資金流出を伴わない減価償却費4,539千円の計上や売上債権の減少額6,597千円及び未払金の増加

額26,737千円などがあったものの、研究開発費等の支出により税金等調整前四半期純損失を306,552千

円計上したことによるものです。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結会計期間において投資活動に使用した資金は1,731,449千円となりました。これは

主に、有価証券取得による支出1,699,434千円、有形固定資産の取得による支出25,792千円を計上した

ことによるものです。

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結会計期間において財務活動に使用した資金は7,883千円となりました。これは、株

式上場時に伴う費用の支出によるものです。

　

(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(5)　研究開発活動

当第２四半期連結会計期間における当グループが支出した研究開発費の総額は126,860千円でありま

す。

なお、当第２四半期連結会計期間において当グループの研究開発活動に重要な変更はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1)　主要な設備の状況

　

①提出会社

当第２四半期連結会計期間に以下の設備を取得しました。

　

事業所名
（所在地）

事業の種類別セ
グメントの名称

設備の
内容

帳簿価額（千円）
従業員数
(名)

建物
工具、器具及び

備品
合計 　

本社
（東京都新宿区）

― 事務所 22,515 1,772 24,288 57

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 　　２　第１四半期において投資予定額としていた39,000千円のうち、上記以外の金額は費用処理をしており、計画どお

り投資が完了しております。

　

(2)　設備の新設、除却等の計画

該当事項はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 15,300,000

計 15,300,000

　

②　【発行済株式】

　

種類

第２四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成22年６月30日)

提出日現在

発行数(株)

(平成22年８月13日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 5,325,000 5,325,000
大阪証券取引所
（ＮＥＯ市場）

完全議決権株式であ
り権利内容に何ら限
定のない当社におけ
る標準となる株式で
あります。
なお、単元株式数は
100株であります。

計 5,325,000 5,325,000 － －

(注) 当社株式は平成22年３月16日付で、ジャスダック証券取引所ＮＥＯ（現大阪証券取引所ＮＥＯ）に上場いたしま

した。
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(2) 【新株予約権等の状況】

旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

　　①　平成14年６月７日臨時株主総会決議（第１回新株予約権）

区分
第２四半期会計期間末現在

(平成22年６月30日)

新株予約権の数（個） 1,454 (注)１

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株）
188,300

(注)１、２、５、６

新株予約権の行使時の払込金額（円）
958

(注)３、４、６

新株予約権の行使期間
自　平成16年６月８日
至　平成24年６月７日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額（円）

発行価格 　　958

資本組入額　 479

(注)３、４、６

新株予約権の行使の条件

新株予約権を保有する者は、権利行使時においても当社
の取締役、監査役、従業員又は協力者として取締役会に
て承認された者の地位にあることを要します。その他の
条件は新株予約権割当契約に定めるところによります。

新株予約権の譲渡に関する事項 取締役会の承認を要します。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

(注) １　「新株予約権の数」及び「新株予約権の目的となる株式の数」は、退職等により権利を喪失したものを減じた

数であります。

２　当社が株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式により目的たる株式の数を調整します。

　　調整後株式数＝調整前株式数×分割（又は併合）の比率

３　当社が新株予約権発行後、株式分割又は株式併合を行う場合は、次の算式により、１株当たりの行使価額を調整

し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げます。

　　調整後行使価額＝調整前行使価額×１/分割・併合の比率

４　当社が新株予約権発行後、行使価額を下回る払込価額で新株式を発行する場合、その他要項で定める場合は、行

使価額を次に定める算式をもって調整します。

　
調整後

行使価額

　
＝

既発行

株式数
×
調整前

行使価額
＋
新発行

株式数
×

１株当たり

払込金額

既発行株式数　＋　新発行株式数

５　上記４に定める行使価額の調整事由が発生した場合は、調整後株式数に調整後行使価額を乗じた額が調整前株

式数に調整前行使価額を乗じた額と同額になるよう、目的たる株式数につき必要な調整を行います。

６　平成21年10月29日付で株式分割を実施しているので新株予約権の目的となる株式の数、新株予約権の行使時の

払込金額及び新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額を調整しており

ます。
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　　②　平成15年８月26日臨時株主総会決議（第２回新株予約権）

区分
第２四半期会計期間末現在

(平成22年６月30日)

新株予約権の数（個） 1,436 (注)１

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株）
220,200

(注)１、２、４

新株予約権の行使時の払込金額（円）
1,155
(注)３、４

新株予約権の行使期間
自　平成17年８月27日
至　平成25年８月25日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　1,155

資本組入額　 578

(注)３、４

新株予約権の行使の条件

新株予約権を保有する者は、権利行使時においても当社
の取締役、監査役、従業員又は協力者として取締役会に
て承認された者の地位にあることを要します。その他の
条件は新株予約権割当契約に定めるところによります。

新株予約権の譲渡に関する事項 取締役会の承認を要します。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

(注) １　「新株予約権の数」及び「新株予約権の目的となる株式の数」は、退職等により権利を喪失したものを減じた

数であります。

２　行使価額の調整を行った場合、新株予約権の目的たる株式の数は次の算式により調整します。

調整後株式数 ＝
調整前株式数　×　１株当たり調整前行使価額

１株当たり調整後行使価額

３　当社の株式数に変更を生ずる場合又は変更を生ずる可能性がある場合は、行使価額を次に定める算式をもって

調整します。

　
調整後

行使価額

　
＝

既発行

株式数
×
調整前

行使価額
＋
新発行

株式数
×
１株当たり

払込金額

既発行株式数　＋　新発行株式数

４　平成21年10月29日付で株式分割を実施しているので新株予約権の目的となる株式の数、新株予約権の行使時の

払込金額及び新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額を調整しており

ます。
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　　③　平成18年３月30日定時株主総会決議、平成18年11月27日発行（第３回新株予約権①）

区分
第２四半期会計期間末現在

(平成22年６月30日)

新株予約権の数（個） 420 (注)１

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株）
42,000

(注)１、２、５

新株予約権の行使時の払込金額（円）
1,493

(注)３、４、５

新株予約権の行使期間
自　平成20年４月１日

至　平成28年３月29日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　1,493

資本組入額　  747

(注)３、４、５

新株予約権の行使の条件

①新株予約権発行時において当社の取締役、監査役及び
従業員であった者は、権利行使時においても当社、当社
子会社又は当社の関係会社の役員又は従業員であるこ
とを要します。ただし、任期満了による退任、定年退職、
その他取締役会が認める場合並びに相続により新株予
約権を取得した場合はその限りではありません。その他
の条件は新株予約権割当契約に定めるところによりま
す。

②新株予約権発行時において社外の協力者であった者
は、権利行使時においても、当該協力者と当社との間で
締結する新株予約権割当契約で取り決める当社との間
で協力関係にあると当社が判断する要件を満たしてい
ることを要します。

新株予約権の譲渡に関する事項 取締役会の承認を要します。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

(注) １　「新株予約権の数」及び「新株予約権の目的となる株式の数」は、退職等により権利を喪失したものを減じた

数であります。

２　当社が株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式により目的たる株式の数を調整します。

　　調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率

３　当社が行使価額を下回る払込金額で新株の発行又は自己株式の処分をするときは、次の算式により行使価額を

調整します。

　
調整後

行使価額

　
＝

既発行

株式数
×
調整前

行使価額
＋
新規発行又は

処分株式数
×
１株当たり払込金額

又は処分価額

既発行株式数　＋　新規発行株式数又は処分株式数

４　当社が新株予約権発行後、株式分割又は株式併合を行う場合は、次の算式により、１株当たりの行使価額を調整

し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げます。

　　調整後行使価額＝調整前行使価額×１/分割・併合の比率

５　平成21年10月29日付で株式分割を実施しているので新株予約権の目的となる株式の数、新株予約権の行使時の

払込金額及び新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額を調整しており

ます。
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　　④　平成18年３月30日定時株主総会決議、平成18年12月27日発行（第３回新株予約権②）

区分
第２四半期会計期間末現在

(平成22年６月30日)

新株予約権の数（個） 890

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株）
89,000

(注)１、４

新株予約権の行使時の払込金額（円）
1,493

(注)２、３、４

新株予約権の行使期間
自　平成20年４月１日

至　平成28年３月29日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　1,493

資本組入額　  747

(注)２、３、４

新株予約権の行使の条件

①新株予約権発行時において当社の取締役、監査役及び
従業員であった者は、権利行使時においても当社、当社
子会社又は当社の関係会社の役員又は従業員であるこ
とを要します。ただし、任期満了による退任、定年退職、
その他取締役会が認める場合並びに相続により新株予
約権を取得した場合はその限りではありません。その他
の条件は新株予約権割当契約に定めるところによりま
す。

②新株予約権発行時において社外の協力者であった者
は、権利行使時においても、当該協力者と当社との間で
締結する新株予約権割当契約で取り決める当社との間
で協力関係にあると当社が判断する要件を満たしてい
ることを要します。

新株予約権の譲渡に関する事項 取締役会の承認を要します。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

(注) １　当社が株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式により目的たる株式の数を調整します。

　　調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率

２　当社が行使価額を下回る払込金額で新株の発行又は自己株式の処分をするときは、次の算式により行使価額を

調整します。

　
調整後

行使価額

　
＝

既発行

株式数
×
調整前

行使価額
＋
新規発行又は

処分株式数
×
１株当たり払込金額

又は処分価額

既発行株式数　＋　新規発行株式数又は処分株式数

３　当社が新株予約権発行後、株式分割又は株式併合を行う場合は、次の算式により、１株当たりの行使価額を調整

し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げます。

　　調整後行使価額＝調整前行使価額×１/分割・併合の比率

４　平成21年10月29日付で株式分割を実施しているので新株予約権の目的となる株式の数、新株予約権の行使時の

払込金額及び新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額を調整しており

ます。
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　　⑤　平成18年３月30日定時株主総会決議、平成19年１月23日発行（第３回新株予約権③）

区分
第２四半期会計期間末現在

(平成22年６月30日)

新株予約権の数（個） 90

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株）
9,000

(注)１、４

新株予約権の行使時の払込金額（円）
1,493

(注)２、３、４

新株予約権の行使期間
自　平成20年４月１日

至　平成28年３月29日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　1,493

資本組入額　  747

(注)２、３、４

新株予約権の行使の条件

①新株予約権発行時において当社の取締役、監査役及び
従業員であった者は、権利行使時においても当社、当社
子会社又は当社の関係会社の役員又は従業員であるこ
とを要します。ただし、任期満了による退任、定年退職、
その他取締役会が認める場合並びに相続により新株予
約権を取得した場合はその限りではありません。その他
の条件は新株予約権割当契約に定めるところによりま
す。

②新株予約権発行時において社外の協力者であった者
は、権利行使時においても、当該協力者と当社との間で
締結する新株予約権割当契約で取り決める当社との間
で協力関係にあると当社が判断する要件を満たしてい
ることを要します。

新株予約権の譲渡に関する事項 取締役会の承認を要します。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

(注) １　当社が株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式により目的たる株式の数を調整します。

　　調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率

２　当社が行使価額を下回る払込金額で新株の発行又は自己株式の処分をするときは、次の算式により行使価額を

調整します。

　
調整後

行使価額

　
＝

既発行

株式数
×
調整前

行使価額
＋
新規発行又は

処分株式数
×
１株当たり払込金額

又は処分価額

既発行株式数　＋　新規発行株式数又は処分株式数

３　当社が新株予約権発行後、株式分割又は株式併合を行う場合は、次の算式により、１株当たりの行使価額を調整

し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げます。

　　調整後行使価額＝調整前行使価額×１/分割・併合の比率

４　平成21年10月29日付で株式分割を実施しているので新株予約権の目的となる株式の数、新株予約権の行使時の

払込金額及び新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額を調整しており

ます。
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　　⑥　平成18年３月30日定時株主総会決議、平成19年２月22日発行（第３回新株予約権④）

区分
第２四半期会計期間末現在

(平成22年６月30日)

新株予約権の数（個） 110

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株）
11,000

(注)１、４

新株予約権の行使時の払込金額（円）
1,493

(注)２、３、４

新株予約権の行使期間
自　平成20年４月１日

至　平成28年３月29日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　1,493

資本組入額　  747

(注)２、３、４

新株予約権の行使の条件

①新株予約権発行時において当社の取締役、監査役及び
従業員であった者は、権利行使時においても当社、当社
子会社又は当社の関係会社の役員又は従業員であるこ
とを要します。ただし、任期満了による退任、定年退職、
その他取締役会が認める場合並びに相続により新株予
約権を取得した場合はその限りではありません。その他
の条件は新株予約権割当契約に定めるところによりま
す。

②新株予約権発行時において社外の協力者であった者
は、権利行使時においても、当該協力者と当社との間で
締結する新株予約権割当契約で取り決める当社との間
で協力関係にあると当社が判断する要件を満たしてい
ることを要します。

新株予約権の譲渡に関する事項 取締役会の承認を要します。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

(注) １　当社が株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式により目的たる株式の数を調整します。

　　調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率

２　当社が行使価額を下回る払込金額で新株の発行又は自己株式の処分をするときは、次の算式により行使価額を

調整します。

　
調整後

行使価額

　
＝

既発行

株式数
×
調整前

行使価額
＋
新規発行又は

処分株式数
×
１株当たり払込金額

又は処分価額

既発行株式数　＋　新規発行株式数又は処分株式数

３　当社が新株予約権発行後、株式分割又は株式併合を行う場合は、次の算式により、１株当たりの行使価額を調整

し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げます。

　　調整後行使価額＝調整前行使価額×１/分割・併合の比率

４　平成21年10月29日付で株式分割を実施しているので新株予約権の目的となる株式の数、新株予約権の行使時の

払込金額及び新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額を調整しており

ます。
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　　⑦　平成18年３月30日定時株主総会決議、平成19年３月１日発行（第３回新株予約権⑤）

区分
第２四半期会計期間末現在

(平成22年６月30日)

新株予約権の数（個） 10

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株）
1,000

(注)１、４

新株予約権の行使時の払込金額（円）
1,493

(注)２、３、４

新株予約権の行使期間
自　平成20年４月１日

至　平成28年３月29日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　1,493

資本組入額　  747

(注)２、３、４

新株予約権の行使の条件

①新株予約権発行時において当社の取締役、監査役及び
従業員であった者は、権利行使時においても当社、当社
子会社又は当社の関係会社の役員又は従業員であるこ
とを要します。ただし、任期満了による退任、定年退職、
その他取締役会が認める場合並びに相続により新株予
約権を取得した場合はその限りではありません。その他
の条件は新株予約権割当契約に定めるところによりま
す。

②新株予約権発行時において社外の協力者であった者
は、権利行使時においても、当該協力者と当社との間で
締結する新株予約権割当契約で取り決める当社との間
で協力関係にあると当社が判断する要件を満たしてい
ることを要します。

新株予約権の譲渡に関する事項 取締役会の承認を要します。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

(注) １　当社が株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式により目的たる株式の数を調整します。

　　調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率

２　当社が行使価額を下回る払込金額で新株の発行又は自己株式の処分をするときは、次の算式により行使価額を

調整します。

　
調整後

行使価額

　
＝

既発行

株式数
×
調整前

行使価額
＋
新規発行又は

処分株式数
×
１株当たり払込金額

又は処分価額

既発行株式数　＋　新規発行株式数又は処分株式数

３　当社が新株予約権発行後、株式分割又は株式併合を行う場合は、次の算式により、１株当たりの行使価額を調整

し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げます。

　　調整後行使価額＝調整前行使価額×１/分割・併合の比率

４　平成21年10月29日付で株式分割を実施しているので新株予約権の目的となる株式の数、新株予約権の行使時の

払込金額及び新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額を調整しており

ます。
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　　⑧　平成18年３月30日定時株主総会決議、平成19年３月16日発行（第３回新株予約権⑥）

区分
第２四半期会計期間末現在

(平成22年６月30日)

新株予約権の数（個） 50

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株）
5,000

(注)１、４

新株予約権の行使時の払込金額（円）
1,493

(注)２、３、４

新株予約権の行使期間
自　平成20年４月１日

至　平成28年３月29日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　1,493

資本組入額　  747

(注)２、３、４

新株予約権の行使の条件

①新株予約権発行時において当社の取締役、監査役及び
従業員であった者は、権利行使時においても当社、当社
子会社又は当社の関係会社の役員又は従業員であるこ
とを要します。ただし、任期満了による退任、定年退職、
その他取締役会が認める場合並びに相続により新株予
約権を取得した場合はその限りではありません。その他
の条件は新株予約権割当契約に定めるところによりま
す。

②新株予約権発行時において社外の協力者であった者
は、権利行使時においても、当該協力者と当社との間で
締結する新株予約権割当契約で取り決める当社との間
で協力関係にあると当社が判断する要件を満たしてい
ることを要します。

新株予約権の譲渡に関する事項 取締役会の承認を要します。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

(注) １　当社が株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式により目的たる株式の数を調整します。

　　調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率

２　当社が行使価額を下回る払込金額で新株の発行又は自己株式の処分をするときは、次の算式により行使価額を

調整します。

　
調整後

行使価額

　
＝

既発行

株式数
×
調整前

行使価額
＋
新規発行又は

処分株式数
×
１株当たり払込金額

又は処分価額

既発行株式数　＋　新規発行株式数又は処分株式数

３　当社が新株予約権発行後、株式分割又は株式併合を行う場合は、次の算式により、１株当たりの行使価額を調整

し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げます。

　　調整後行使価額＝調整前行使価額×１/分割・併合の比率

４　平成21年10月29日付で株式分割を実施しているので新株予約権の目的となる株式の数、新株予約権の行使時の

払込金額及び新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額を調整しており

ます。
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(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

　

(4) 【ライツプランの内容】

  該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

 

(千円)

資本金残高

 

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

　平成22年６月30日 ― 5,325,000 ― 3,148,052 ― 3,128,052
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(6) 【大株主の状況】

平成22年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海一丁目８番11号 291,700 5.48

ファストトラックイニシアティ
ブ１号投資事業有限責任組合

東京都文京区本郷四丁目１番４号 290,000 5.45

ジャフコ・バイオテクノロジー
１号投資事業有限責任組合

東京都千代田区丸の内一丁目８番２号
（株式会社ジャフコ内）

245,000 4.60

ジャフコ・ジー九（ビー）号投
資事業有限責任組合

東京都千代田区丸の内一丁目８番２号
（株式会社ジャフコ内）

230,300 4.32

ジャフコ・ジー九（エー）号投
資事業有限責任組合

東京都千代田区丸の内一丁目８番２号
（株式会社ジャフコ内）

202,700 3.81

ゴールドマンサックスインター
ナショナル
（常任代理人　ゴールドマン・
サックス証券株式会社）

東京都港区六本木六丁目10番１号 
六本木ヒルズ森タワー

152,300 2.86

三菱UFJキャピタル株式会社 東京都中央区京橋二丁目14番１号 150,000 2.82

大日本印刷株式会社 東京都新宿区市谷加賀町一丁目１番１号 147,100 2.76

エマウスメディカルインク
（常任代理人　藤澤すみ子）

20725 S.Western Ave.,Suite 136 Torrance,
CA USA
（東京都練馬区)

147,100 2.76

オリンパス株式会社 東京都新宿区西新宿二丁目３番１号 147,000 2.76

計 ― 2,003,200 37.62

　

(7) 【議決権の状況】

①　【発行済株式】

平成22年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 　 － － －

議決権制限株式（自己株式等） 　 － － －

議決権制限株式（その他） 　 － － －

完全議決権株式（自己株式等） 　 － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,324,300 53,243 －

単元未満株式 普通株式 700 － －

発行済株式総数 　 5,325,000 － －

総株主の議決権 　 － 53,243 －

　

②　【自己株式等】

該当事項はありません。
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２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
１月

２月 ３月 ４月 ５月 ６月

最高(円) ― ― 1,548 1,340 1,500 1,039

最低(円) ― ― 1,190 1,130 894 906

(注)  最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所ＮＥＯ（現大阪証券取引所ＮＥＯ）におけるものです。

なお、平成22年３月16日をもって、同取引所に上場いたしましたので、それ以前の株価については該当事項はあり

ません。

　
３ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、当社は平成21年12月期第３四半期より連結財務諸表を作成しておりますので、以下に掲げる四半期

連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書については、前第２四半期連結会計期間及び前

第２四半期連結累計期間との対比は行っておりません。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成22年４月

１日から平成22年６月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年１月１日から平成22年６月30

日まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けて

おります。

　

EDINET提出書類

株式会社セルシード(E24158)

四半期報告書

21/38



１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 791,500 1,030,165

売掛金 2,654 13,001

有価証券 1,699,685 －

商品及び製品 5,627 8,650

原材料 1,440 773

仕掛品 7,548 3,105

その他 29,193 45,048

流動資産合計 2,537,649 1,100,745

固定資産

有形固定資産 ※
 74,931

※
 50,822

無形固定資産 9,350 10,855

投資その他の資産 107,179 26,857

固定資産合計 191,461 88,536

資産合計 2,729,110 1,189,282

負債の部

流動負債

買掛金 899 485

未払法人税等 8,694 8,875

前受金 32,942 228,003

その他 98,193 70,689

流動負債合計 140,730 308,053

固定負債

長期前受金 16,984 16,984

固定負債合計 16,984 16,984

負債合計 157,714 325,038

純資産の部

株主資本

資本金 3,148,052 2,113,052

資本剰余金 3,128,052 2,093,052

利益剰余金 △3,691,001 △3,339,257

株主資本合計 2,585,102 866,846

評価・換算差額等

為替換算調整勘定 △13,706 △2,602

評価・換算差額等合計 △13,706 △2,602

純資産合計 2,571,396 864,244

負債純資産合計 2,729,110 1,189,282

EDINET提出書類

株式会社セルシード(E24158)

四半期報告書

22/38



(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
　至 平成22年６月30日)

売上高 22,956

売上原価 21,416

売上総利益 1,540

販売費及び一般管理費

研究開発費 ※1
 263,422

その他 ※2
 286,598

販売費及び一般管理費合計 550,020

営業損失（△） △548,480

営業外収益

受取利息 485

補助金収入 226,978

その他 833

営業外収益合計 228,297

営業外費用

株式交付費 20,820

株式公開費用 5,224

その他 399

営業外費用合計 26,444

経常損失（△） △346,626

特別損失

固定資産除却損 3,012

特別損失合計 3,012

税金等調整前四半期純損失（△） △349,638

法人税、住民税及び事業税 2,105

法人税等合計 2,105

四半期純損失（△） △351,743
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【第２四半期連結会計期間】
(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

売上高 6,744

売上原価 7,578

売上総損失（△） △833

販売費及び一般管理費

研究開発費 ※1
 126,860

その他 ※2
 176,300

販売費及び一般管理費合計 303,160

営業損失（△） △303,994

営業外収益

受取利息 339

その他 114

営業外収益合計 454

経常損失（△） △303,540

特別損失

固定資産除却損 3,012

特別損失合計 3,012

税金等調整前四半期純損失（△） △306,552

法人税、住民税及び事業税 1,052

法人税等合計 1,052

四半期純損失（△） △307,605
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
　至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △349,638

減価償却費 8,293

受取利息 △485

為替差損益（△は益） △23

補助金収入 △226,978

株式交付費 20,820

株式公開費用 5,224

固定資産除却損 3,012

売上債権の増減額（△は増加） 10,347

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,085

前渡金の増減額（△は増加） 6,690

その他の流動資産の増減額（△は増加） △4,010

仕入債務の増減額（△は減少） 413

未払金の増減額（△は減少） 15,945

その他の流動負債の増減額（△は減少） 5,781

小計 △506,693

利息の受取額 194

補助金の受取額 43,280

法人税等の支払額 △2,700

営業活動によるキャッシュ・フロー △465,918

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △1,699,434

有形固定資産の取得による支出 △26,407

無形固定資産の取得による支出 △314

有形固定資産の除却による支出 △682

敷金の差入による支出 △5,738

長期前払費用の取得による支出 △74,658

その他 10

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,807,225

財務活動によるキャッシュ・フロー

株式の発行による収入 2,049,179

株式上場に伴う支出 △3,739

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,045,440

現金及び現金同等物に係る換算差額 △10,961

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △238,664

現金及び現金同等物の期首残高 1,030,165

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 791,500
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【継続企業の前提に関する事項】

当第２四半期連結会計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　 当第２四半期連結累計期間

(自　平成22年１月１日

　至　平成22年６月30日)

１. 連結の範囲に関する事項の変更

 

（1）連結の範囲の変更

平成22年６月にCellSeed Europe Ltd.を新たに設立し、当第２四半
期連結会計期間より、連結の範囲に含めております。

また、CellSeed Europe SARLについては、平成22年６月に
CellSeed France SARLに商号変更しております。

 

（2）変更後の連結子会社の数

２社

　

【簡便な会計処理】

　 当第２四半期連結累計期間

(自　平成22年１月１日

　至　平成22年６月30日)

１. 固定資産の減価償却費の算定方法

 

　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費
の額を期間按分して算定する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間(自 平成22年１月１日　至　平成22年６月30日）

該当事項はありません。

　

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間

(自　平成22年１月１日

　至　平成22年６月30日)

　該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第２四半期連結会計期間末

(平成22年６月30日)

前連結会計年度末

(平成21年12月31日)

　
※ 有形固定資産の減価償却累計額 67,863千円

　 　

　

　
※ 有形固定資産の減価償却累計額 64,789千円
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(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

当第２四半期連結累計期間

(自　平成22年１月１日

　至　平成22年６月30日)

※１　研究開発費の主要な費目及び金額は次のとおりであ
ります。

  給与手当 66,021千円

  賞与 34,987千円

  旅費交通費 18,756千円

  薬事申請費 25,432千円

  委託開発費 37,505千円

 

※２　その他の主要な費目及び金額は次のとおりでありま
す。

  役員報酬 41,476千円

  給与手当 61,009千円

  賞与 32,579千円

  旅費交通費 25,556千円

  支払報酬 30,567千円

 
　

　

第２四半期連結会計期間

当第２四半期連結会計期間

(自　平成22年４月１日

　至　平成22年６月30日)

※１　研究開発費の主要な費目及び金額は次のとおりで
あります。

  給与手当 37,168千円

  賞与 22,104千円

  消耗品費 8,781千円

  旅費交通費 10,249千円

  薬事申請費 16,368千円

 

※２　その他の主要な費目及び金額は次のとおりであり
ます。

  役員報酬 24,450千円

  給与手当 34,706千円

  賞与 19,999千円

  旅費交通費 19,351千円

  支払報酬 13,204千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第２四半期連結累計期間

(自　平成22年１月１日

　至　平成22年６月30日)

※　現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間末
残高と当第２四半期連結貸借対照表に掲記されている
科目の金額との関係（平成22年６月30日現在）

　

現金及び預金 791,500千円

有価証券 1,699,685千円

　計 2,491,185千円

償還期間が３ヶ月を超える有
価証券等

△1,699,685千円

現金及び現金同等物 791,500千円

　
　

　

EDINET提出書類

株式会社セルシード(E24158)

四半期報告書

29/38



　

(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成22年１月１日　

至　平成22年６月30日）

１　発行済株式の種類及び総数

　　普通株式　　5,325,000株

　

２　自己株式の種類及び株式数

　　該当事項はありません。

　

３　新株予約権等に関する事項

　　該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

　　該当事項はありません。

　

５　株主資本の金額の著しい変動

　　当社は、平成22年３月15日付で、有償一般募集（ブックビルディング方式）により増資を行いました。この

結果、当第２四半期連結会計期間において資本金が1,035,000千円、資本準備金が1,035,000千円増加し、当

第２四半期連結会計期間末において、資本金が3,148,052千円、資本準備金が3,128,052千円となっておりま

す。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

　

　
再生医療支援事業

(千円)

細胞シート再生医
療事業

(千円)

計
(千円)

消去又は
全社
(千円)

連結
(千円)

  売上高 　 　 　 　 　

    (1)外部顧客に対
する売上高

6,744 － 6,744 － 6,744

    (2)セグメント間
の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

    計 6,744 － 6,744 － 6,744

  営業損失（△） △24,340 △132,824△157,165(146,829)△303,994

　

当第２四半期連結累計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年６月30日）

　

　
再生医療支援事業

(千円)

細胞シート再生医
療事業

 千円

計
(千円)

消去又は
全社
(千円)

連結
(千円)

  売上高 　 　 　 　 　

    (1)外部顧客に対
する売上高

22,956 － 22,956 － 22,956

    (2)セグメント間
の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

    計 22,956 － 22,956 － 22,956

  営業損失（△） △38,293 △272,718△311,012(237,468)△548,480

(注) １　事業の区分は、事業管理の実態を踏まえて、「再生医療支援事業」と「細胞シート再生医療事業」の２つに区

分しております。

２　各区分に属する主要な製品

事業区分 主要製品

 再生医療支援事業
温度応答性細胞培養器材、超低付着性細胞培養器材、

温度応答性HPLCカラム

 細胞シート再生医療事業 －

３　再生医療支援事業は既に製品を販売して売上高を計上しておりますが、細胞シート再生医療事業は現在、事業

化準備段階にありますので、売上高計上には至っておりません。
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【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）及び

当第２四半期連結累計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年６月30日）

本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情

報の記載を省略しております。

　

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

　

　 欧州 その他 計

  Ⅰ　海外売上高（千円） 1,497 － 1,497

  Ⅱ　連結売上高（千円） － － 6,744

  Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 22.2 － 22.2

　

当第２四半期連結累計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年６月30日）

　

　 欧州 その他 計

  Ⅰ　海外売上高（千円） 5,507 13 5,520

  Ⅱ　連結売上高（千円） － － 22,956

  Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 24.0 0.1 24.1

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　各区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

欧州……デンマーク、フランス

その他…韓国

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

EDINET提出書類

株式会社セルシード(E24158)

四半期報告書

32/38



　

(有価証券関係)

当第２四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）

　

時価のある満期保有目的の債券が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、当

該有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額に前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が

認められます。

　

１　満期保有目的の債券で時価のあるもの
　

区分
四半期連結貸借対照表

計上額(千円)
時価
(千円)

差額
(千円)

国債・地方債等 1,699,685 1,699,633 △51

合計 1,699,685 1,699,633 △51

　

(デリバティブ取引関係)

当第２四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）

当社グループは、デリバティブ取引を全く行っておりませんので、該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

当第２四半期連結会計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

　該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

当第２四半期連結会計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　

当第２四半期連結会計期間末

(平成22年６月30日)

前連結会計年度末

(平成21年12月31日)

　

　 482円89銭

　

　

　 225円95銭

　
　 　

　

２　１株当たり四半期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第２四半期連結累計期間

　

当第２四半期連結累計期間

(自　平成22年１月１日

　至　平成22年６月30日)

 

１株当たり四半期純損失金額（△） △74円52銭

 

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい
ては、潜在株式が存在するものの１株当たり四半期純損失
であるため、記載しておりません。
　

　

(注)　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎

項目

当第２四半期連結累計期間

(自　平成22年１月１日

　至　平成22年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失

（△）（千円）
△351,743

普通株式に係る四半期純損失（△）

（千円）
△351,743

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式の期中平均株式数（千株） 4,720

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益金額の算定に含まれ
なかった潜在株式について前連結会計年度末
から重要な変動がある場合の概要

－

第２四半期連結会計期間

　
当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

 

１株当たり四半期純損失金額 △57円77銭

 

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在するものの１株当たり四半期
純損失であるため、記載しておりません。
　

　

(注)　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎

項目
当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失
（△）（千円）

△307,605

普通株式に係る四半期純損失（△）
（千円）

△307,605

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式の期中平均株式数（千株） 5,325
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希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含まれなかった
潜在株式について前連結会計年度末から重要な変
動がある場合の概要

－

　

(重要な後発事象)

当第２四半期連結会計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年８月６日

株式会社 セルシード

取締役会  御中

　

有限責任監査法人 トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士   水　上　　亮　比　呂　　印

　

指定有限責任社員

業務執行社員
　 公認会計士   佐　野　　明　宏　　印

　

　 　 　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社セルシードの平成22年１月１日から平成22年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び第２四半期連結累計期間（平成22年１月１日から平成22

年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び

四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責

任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社セルシード及び連結子会社の平成22

年６月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の

経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

　　　　　報告書提出会社）が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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